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糖尿病で失明しないために ～糖尿病性網膜症の進行段階～ 
失明直前まで自覚症状が出ません。だからこそ定期的に検査を受けることが大切です。 

正常 単純網膜症 増殖前網膜症 増殖網膜症 
進行段階

 → 5～10 年 → 2～3 年 → 1～2 年  

受診間隔
の目安 

年１回 
（原則的には眼科） ３～６か月ごと １～２か月ごと 2 週間～1 か月ごと  

    

眼 

底 

所 

見 

（正常な眼底写真） ①点状出血 
針の先でつついたような出血 

②硬性白斑 
痛んで破れた血管からしみ出た血液

中のたんぱく質や脂肪が網膜についた

しみ 

③毛細血管瘤 
血管がさらに痛んで血流が悪くなり、

血管にこぶ（毛細血管瘤）ができて出

血する 

 

①軟性白斑（綿花状白斑） 
血管が固まって網膜にできた綿花

状のしみ 

 
②静脈の異常 

静脈が異常に腫れ上がる 

 
 

① 新生血管： 
網膜の酸素不足を補おうと、網膜

の外側に「新生血管」があらわれる 

② 硝子体出血： 
「新生血管」は弱い血管なので、血

圧の上昇やちょっとした衝撃で破れ

て出血する。出血すると、出血した網

膜の部分に外からの光の像を写すこ

とができなくなる。さらに網膜を引っ

張られ網膜はく離を起こす。網膜はく

離が「黄斑」に起こると失明すること

がある。 

高血糖に
よる障害

眼底検査が正常でも、この段階で
網膜の血管の痛みは始まってい
ます。 

出血やふやけ（浮腫）が「黄斑」にできないと視力が落ちるなどの自覚
症状はあらわれにくい。 

物が見えずらい、ぼんやりと見
える、視野に黒いものがあるな
どの自覚症状があらわれる 

★網膜症の進行を予防するためには血糖のコントロールが必要。ヘモグロビンＡ１ｃ6.5％未満が目安です。 
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B-2０ 

この段階で光凝

固療法を行うこ

とを考える 

参考資料：糖尿病治療の手引き、糖尿病治療ガイド 2006-2007（日本糖尿病学会） 
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教材№ B－２０
【教材のねらい】
・糖尿病性網膜症の進行段階別受診間隔の目安と眼底検査の所見、高血糖による障害
の程度を知り、失明直前まで自覚症状が出ないこと、そのため定期検査が必要であるこ
とを知る。

【資料の使い方】
・健診所見と併せて、対象者の進行段階を示しながら説明する。
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